
令和6年度　埼玉県学力・学習状況調査
学力調査について

質問紙調査について

※網掛けは、県平均以上を意味する。

国語 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 算数・数学 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 英語 中２ 中３
久喜市 54.2 58.9 57.5 60.5 57.3 52.6 久喜市 62.4 54.0 51.4 54.3 46.1 54.3 久喜市 60.2 51.0

埼玉県 51.9 56.9 56.7 59.9 60.2 55.5 埼玉県 62.6 53.4 50.9 53.5 48.8 57.5 埼玉県 61.9 54.6

県との差 県との差 県との差

国語 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 算数・数学 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 英語 中２ 中３
久喜市 - 2 0 1 0 2 久喜市 - 1 2 -1 3 0 久喜市 - 2

埼玉県 - 1 0 1 0 2 埼玉県 - 1 1 1 2 0 埼玉県 - 3

国語 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 算数・数学 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 英語 中２ 中３
久喜市 48.9 52.8 50.9 55.1 62.2 59.4 久喜市 37.9 47.7 35.2 34.4 35.4 52.9 久喜市 48.1 33.5

埼玉県 45.9 49.5 50.4 54.5 64.2 64.0 埼玉県 37.6 48.1 35.0 31.4 36.8 55.1 埼玉県 49.5 37.6

県との差 県との差 県との差

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
久喜市 3.96 3.87 3.92 3.97 3.87 3.78

埼玉県 3.92 3.87 3.85 3.86 3.80 3.72

県との差

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
久喜市 3.80 3.64 3.78 3.73 3.62 3.72

埼玉県 3.75 3.66 3.67 3.68 3.61 3.72

県との差

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
久喜市 3.80 3.67 3.76 3.70 3.50 3.50

埼玉県 3.75 3.68 3.65 3.66 3.51 3.54

県との差

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
久喜市 3.56 3.42 3.49 3.57 3.45 3.58

埼玉県 3.59 3.47 3.43 3.60 3.51 3.62

県との差

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
久喜市 4.05 3.98 4.02 4.02 3.80 3.83

埼玉県 4.03 3.98 3.97 3.93 3.78 3.87

県との差

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
久喜市 3.80 3.74 3.79 3.81 3.50 3.47

埼玉県 3.85 3.85 3.75 3.79 3.54 3.53

県との差

○平均正答率

○学力の伸び

○思考・判断・表現問題正答率

○小学校４・５・６年生国語と中学校１年生国語、小学校５・６年生算数と中学校１年生
数学で埼玉県平均正答率を上回った。
○中学校２年生から中学校３年生の学力の伸びを見ると、１年間で多くの階層で学力が伸
びている。特に、上位層と下位層で大きく学力が伸びている様子が分かる。
○問題形式別では、小学校４・５・６年生国語と中学校１年生国語、小学校４・６年生算
数、中学校１年生数学において思考・判断・表現の正答率が県平均を上回った。
→全体的には、久喜市の児童生徒の学力は伸びているといえる。家庭、地域と連携した各
学校の取組が成果を挙げているものと捉えている。今後は、「久喜市版未来の教室」の実
現に向け、クラウドを基盤とした主体的・対話的で深い学びの視点からの「授業改善」及
び「個別最適な学び」をさらに推進し、より一人一人にあった学びを提供することで学力
向上を目指す。
●国語では、小学校６年生、中学校１年生の「読むこと」、中学校では全領域について、
算数・数学では、小学校では「データの活用」、中学校では全領域、英語では、中学校２
年生の「書くこと」が埼玉県平均を下回った。→正答率の低かった項目については、市独
自の学力テスト（久喜市ステップアップテスト）で出題するとともに、一人一人の正答状
況に合わせた補習問題を提供することで改善を図る。また、AI型ドリルなどの活用を進
め、「個別最適学び」を実践し、知識技能の習得及び定着を図るようにしていく。

○学習方略においては「プランニング方略」において全ての学年が県平均の数値を上回っ
た。また「柔軟的方略」と「認知的方略」では多くの学年が県平均の数値を上回った。非
認知能力においては、県平均と比べ「向社会性」の項目が全体的に高かった。また小学校
６年生の「やりぬく力」と中学校１年生の「自己効力感」が県平均と比べ特に高かった。
→クラウドを基盤とした「複線型の学び」による、各教科における探究的な学びを目指し
た授業改善により、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実が結果に現れ
ていると捉える。今後は、NEXT GIGAを見据え、学習履歴の利活用やAIの活用を進め、学
力向上に努めるとともに、学習方略、非認知能力を高めていく。
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